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ポンプ周りの塩ビ管が変形、膨張しています。
原因は何でしょうか？

解

説

フート弁の作動不良やバルブ操作ミスなどで、閉めきり状態でポン
プが運転されると、ポンプの発熱により水温が上昇し高温水とな
ります。塩ビ管は高温水により軟化し変形、膨張破壊します。

フート弁の作動不良やバルブ操作ミスなどで、閉めきり状態でポン
プが運転されると、ポンプの発熱により水温が上昇し高温水とな
ります。塩ビ管は高温水により軟化し変形、膨張破壊します。

●配管締切状態での運転による内水温昇温について（当社測定値）

吐出側膨張事故例 吸込み側閉塞事故例

水　温

バルブ締め切り運転による昇温カーブ
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モーターポンプ

吐出側締切

●口　径：50㎜
●揚水量：0.35t/h
●回転数：1750ｒｐｍ
●馬　力：3.7Ｋｗ

●17～18℃

ポンプの仕様 気　温

膨張状態

閉塞状態

使用不可

膨張状態

閉塞状態

設計・運転時の注意 ポンプ周りの事故について
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給水配管でエルボの内側コーナー部が割れて漏水しました。
原因と対策を教えてください。

チーズやエルボのコーナー部が割れる現象は、ウォーターハンマー
による疲労破壊と考えられます。ウォーターハンマーの発生源（ポン
プやチャッキ弁など）を改善するか、発生源近くに水撃防止装置を設
置してください。

チーズやエルボのコーナー部が割れる現象は、ウォーターハンマー
による疲労破壊と考えられます。ウォーターハンマーの発生源（ポン
プやチャッキ弁など）を改善するか、発生源近くに水撃防止装置を設
置してください。

ウォーターハンマーは管内流体の流速が急激に変化した場合に発生する圧力波
動で、ポンプの起動時や停止時、チャッキ弁などで流水が急激に停止する場合に
発生します。ウォーターハンマーが大きく、頻繁に発生すると継手が破壊します。

●ウォーターハンマー影響力の緩和対策事例を以下に示します。
影響が想定される配管には計画段階からの検討をお願います。

割れ断面には、繰り返し影響により徐々に成長したことを示す
貝殻模様の事故例が多く確認されています。

チーズ形状

外表面側外表面側

エルボ形状

供給圧力の低減効果

ウォーターハンマー防止装置の設置

圧力変動幅、ピーク値
共抑えられ、影響力を
緩和します。

圧力変動幅、特に上
昇側圧力を吸収し、影
響力を緩和します。

製品形状により以下の位置に影響が確認されます。

割 れ 断 面 例

外表面側

設計・運転時の注意 ウォーターハンマーの影響について

●ウォーターハンマーが大きくなる条件
・水圧が高い場合
・流速が早い場合
・チャッキ弁や電磁弁、シングルレバー水栓などで
 流水を急停止させる場合


